
2025年3月期 中間期決算
および事業計画説明会

2024年12月4日
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（※）22/3期より「収益認識に関する会計基準」等を適用

業績推移（21/3期中間期〜25/3期中間期）

 ⽣産トラブル影響の⼤幅縮⼩、ヘルスケアの順調な成⻑により、対前年同期で増収増益
 基礎化学品を中心に市況軟化の影響を受けるも、過去最高益に次ぐ利益を達成

売上高および営業利益、経常利益、当期純利益の推移
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2025年3月期中間期概況

計画差異達成率
(%)期初計画

増減25年3月期中間期24年3月期中間期
率(%)金額構成比

(%)
構成比

(%)（百万円）

167100.350,0007.63,545ー50,167ー46,622売 上 高
▲13398.17,10041.72,05013.96,96710.54,917営 業 利 益
▲41594.57,60019.41,16514.37,18512.96,020経 常 利 益
▲33493.65,20020.48249.74,8668.74,042中 間 純 利 益

ーーーーーー38.36円ー31.78円1 株 当 た り
中 間 純 利 益

ーーー7.74,97038.919,51231.214,542海 外 売 上 高
25年3月期中間期24年3月期中間期前提条件

154円139円U S ＄ ／ 円
167円151円ユ ー ロ ／ 円

79,000円64,500円ナフサ（円/KL）

 24年6月末で⽣産トラブルの影響は解消し、増収増益
 営業利益は、概ね期初計画どおりの進捗、前年同期比で⼤幅増益

（※）2024年10月1日を効力発生日として普通株式1株につき5株
の株式分割を行っております。前年度 の期首に当該株式分割が行わ
れたと仮定して、１株当たり中間純利益を算出しています。
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セグメント（基礎化学品）
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 基礎化学品全般において、⽣産トラブルによる供給問題が6月末で解消
 クロール・アルカリおよびエピクロルヒドリンは、市況軟化および需要低迷による影響を受けた

売上高増減（前年同期比+1億円）

▲16クロール・アルカリ
▲13エピクロルヒドリン
+30 生産トラブル解消

０億円 10億円

生産
トラブル
解消
+27

販売
単価差
▲12

原材料
価格差

+12
生産・販売

数量差
▲17

24/3期
中間期

25/3期
中間期

営業利益要因（億円）
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セグメント（機能化学品）
 合成ゴムは、自動車用途向けのエピクロルヒドリンゴムが、環境規制強化にともなう他材料

からの代替需要が増加し、堅調に推移
 合成樹脂は、UVインキ用途で中国を中心に新規採用が拡⼤
 アリルエーテル類は、⽣産トラブルの解消に加え、中国で機能性塗料向けを中心としたシラン

カップリング剤向け需要が堅調に推移
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売上高増減（前年同期比+25億円）

+9合成ゴム・合成樹脂
+8アリルエーテル類
+3その他
+5生産トラブル解消

21億円

生産
トラブル
解消
+4

販売
単価差

+2

原材料
価格差

▲2

生産・販売
数量差

+2
固定費差

▲2

25億円

24/3期
中間期

25/3期
中間期

営業利益要因（億円）
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セグメント（ヘルスケア）
 クロマトは、医薬品精製材料では、欧米・アジア向け糖尿病治療薬および肥満治療薬用途

等の需要が拡⼤
 医薬品原薬・中間体は、糖尿病の合併症治療薬、筋疾患治療薬原薬の販売が拡⼤するも

核酸医薬品原薬、抗潰瘍薬中間体の販売が減少
 松山工場シリカゲル新設備は、計画通り24年9月に完工
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売上高増減（前年同期比+8億円）

+9クロマト＊
▲1医薬品原薬・中間体

＊医薬品精製材料、カラム・装置等分析機器

26億円 34億円

販売
単価差

+2

原材料
価格差

±0

生産・販売
数量差

+9
固定費差

▲3

24/3期
中間期

25/3期
中間期

営業利益要因（億円）
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セグメント（商社部門ほか）
 機能製品は、電子材料関連や自動車向け商材を中心に需要が回復
 コンシューマープロダクツでは、建材の販売が拡⼤
 22年度末に撤退したプラント事業の影響を受けた
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6億円

販売数量差ほか
▲1

5億円
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中間期
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営業利益要因（億円）

売上高増減（前年同期比+1億円）

+3機能製品
+1建材
▲3プラントほか
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貸借対照表、キャッシュ・フロー計算書

前年同期比25/3期2Q24/3期24/3期2Q（百万円）
4,96810,1178,5975,149営業活動によるキャッシュ・フロー

▲3,668▲4,483▲4,263▲815投資活動によるキャッシュ・フロー
▲59▲1,226▲3,199▲1,167財務活動によるキャッシュ・フロー
2,51342,96338,43240,450現金および現金同等物

24/3期末比25/3期2Q末24/3期末24/3期2Q末（百万円）
2,520153,061150,541146,439総資産
2,974112,739109,765105,928純資産
0.8%73.7%72.9%72.3%自己資本比率

267,6567,6307,673有利子負債

 自己資本比率は引き続き70％台と高水準を維持
 安定的な財務基盤をもとに、能力増強等の戦略投資、維持・効率化投資を実施
 シリカゲル新設備や基幹システム等の⼤型投資で、投資CFは前年同期比を⼤幅に上回る



2025年3月期 事業計画
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2025年3月期事業計画

増減25年3月期計画24年3月期
率(%)金額構成比(%)構成比(%)（百万円）

8.98,443ー103,000ー94,557売 上 高
52.55,50815.516,00011.110,492営 業 利 益
39.94,79216.316,80012.712,008経 常 利 益
50.33,85011.211,5008.17,650当 期 純 利 益

ーーー90.65円ー60.17円1 株 当 た り
当 期 純 利 益

3.96,87338.039,20034.232,327海 外 売 上 高
25年3月期計画24年3月期前提条件

144円143円U S ＄ ／ 円

158円155円ユ ー ロ ／ 円

73,000円69,000円ナ フ サ （ 円 / K L ）

 当期は、営業利益および当期純利益で過去最高益の更新を計画
 中国の景気回復の遅れなどの下振れリスクを懸念するも、⽣産トラブル影響の解消に加え

ヘルスケアの販売が拡⼤する見通し
 基礎化学品の需要回復を織り込み、通期業績予想は期初計画を据え置く

（※）2024年10月1日を効力発生日と
して普通株式1株につき5株の株式分割を
行っております。前年度の期首に当該株式
分割が行われたと仮定して、１株当たり当
期純利益を算出しています。
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セグメント別売上高・営業利益計画

増減25年3月期計画24年3月期
通期下期上期通期下期上期通期下期上期（百万円）

2,9782,84113739,25020,84718,40336,27218,00618,266基 礎 化 学 品

売
上
高

2,8673812,48632,00016,03715,96329,13315,65613,477機 能 化 学 品
1,43263280013,3007,1286,17211,8686,4965,372ヘ ル ス ケ ア
1,1671,04712018,4508,8239,62717,2837,7769,507商 社 部 門 ほ か
8,4434,8983,545103,00052,83350,16794,55747,93546,622合 計
3,4192,4319883,6502,6031,04723117259基 礎 化 学 品

営
業
利
益

1,0566034535,6003,0402,5604,5442,4372,107機 能 化 学 品
1,0352727636,7503,3263,4245,7153,0542,661ヘ ル ス ケ ア

33161▲1281,2506805701,217519698商 社 部 門 ほ か
▲34▲8▲26▲1,250▲615▲635▲1,216▲607▲609全 社 ・ 消 去

5,5083,4582,05016,0009,0336,96710,4925,5754,917合 計

 基礎化学品は、⽣産トラブル解消に加えて、需要回復を織り込む
 機能化学品は、上期に引き続き下期も合成ゴム・合成樹脂の堅調な販売を見込む
 ヘルスケアは、引き続き需要拡⼤を背景に好調に推移すると見込む
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セグメント（基礎化学品）
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売上高 営業利益 （百万円）

 基礎化学品全般では、⽣産活動の正常化と需要回復を織り込む
 クロール・アルカリは、回復基調にある内需に対し地場密着型営業を強化しシェア維持を図る
 エピクロルヒドリンは、海外を中心とした需要・市況の回復に即応し拡販と採算改善に注力

売上高増減（前期比+30億円）
▲5クロール・アルカリ
▲11エピクロルヒドリン
+46生産トラブル解消

営業利益要因（億円）

2億円

36億円

生産
トラブル
解消
+44

販売
単価差
▲15

原材料
価格差

+18

生産・販売
数量差
▲12

固定費差
▲1

24/3期 25/3期
計画
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セグメント（機能化学品）
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売上高 営業利益 （百万円）

売上高増減（前期比+29億円）
+14合成ゴム・合成樹脂
+10アリルエーテル類
▲1その他
+6生産トラブル解消

営業利益要因（億円）

 合成ゴムは、エピクロルヒドリンゴムでは、新興国での環境規制強化にともなう他材料からの
代替需要の取り込みに注力、アクリルゴムでは、上期に実施したボトルネック解消工事により
改善した⽣産能力を活かし、新規採用の獲得を加速

 合成樹脂は、中国を中心としたUVオフセットインキ向けのシェア拡⼤を図る
 アリルエーテル類は、電子材料を中心にシランカップリング剤向けの需要回復を見込む

45億円 56億円

生産
トラブル解消

+5

販売
単価差

+5

原材料
価格差

▲2

生産・販売
数量差

＋5
固定費差

▲2

24/3期 25/3期
計画
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セグメント（ヘルスケア）

 クロマトは、糖尿病治療薬ならびに急拡⼤する肥満治療薬向けの販売を拡⼤、アジアを
中心とした新規顧客の取り込みにより、さらなるシェア獲得を目指す

 医薬品原薬・中間体は、原薬調達の国内回帰にともなう新規需要の獲得を図る
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売上高 営業利益 （百万円）

売上高増減（前期比+15億円）

+14クロマト＊
+1医薬品原薬・中間体

営業利益要因（億円）

＊医薬品精製材料、カラム・装置等分析機器

57億円 67億円

販売
単価差

+2

原材料
価格差

±0

生産・販売
数量差

+14
固定費差

▲6

24/3期 25/3期
計画
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セグメント（ヘルスケア）トピックス
 2024年9月、松山シリカゲル製造設備が完工
 製造に供するエネルギーは、CO2フリーの環境配慮型工場
 最新機器の導入や工程の自動化により⽣産効率の向上を実現
 2026年の本格的な商業⽣産の開始に向けて、顧客評価用サンプルを製造、順次出荷中

【シリカゲル製造設備 概要】
所在地：愛媛県松山市北吉田町77番地
延床面積：2,400㎡、4階建て
投資金額：約30億円

新興国を含む製薬メーカーによる肥満治療薬の開発加
速を受け、中⻑期の需要動向の再検証と並⾏して

 尼崎工場第2期増強工事の工期短縮
 次期増設について検討を開始

糖尿病治療薬および肥満治療薬の急速な需要
拡⼤に対応

松山シリカゲル製造設備の新設の背景
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セグメント（商社部門ほか）
 機能製品では、ガラス繊維等で自動車関連を中心とした需要回復を見込む
 特殊ポリマー材料は、自動車、建築分野を中心に需要回復を見込む
 建材は、販売が堅調に推移
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売上高 営業利益（百万円）

営業利益要因（億円）

12億円 12億円

販売
数量差ほか

+0

24/3期 25/3期
計画

売上高増減（前年同期比+12億円）
+3機能製品
+2特殊ポリマー材料
+1建材
+6その他
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株主還元
 25年3月期は、前期から増配し、年間配当19円＊を予定
 中期経営計画期間（2023〜2025年度）は、総還元性向40％を目指す
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＊18/3期以降の1株配当は、2024年10月1日付の株式分割後の数値に換算して記載

（円） （％）

18



クロマト事業の拡⼤に向けて
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クロマト材料の開発展開

 医薬品のモダリティ変化に対応し、ポートフォリオを拡充
 新たな修飾基の開発等により製品ラインナップを強化
 三菱ケミカル㈱との業務提携により開発したポリマーゲルの今期での実績化を進める
 新たな分離法として確立が進む超臨界流体クロマトグラフィー（SFC）に着目、開発推進中

高分子中分子低分子

数万〜10数万程度1,000〜10,000程度1,000以下分子量
【抗体医薬品】
がん治療薬
リンパ腫薬
血友病薬
喘息薬
関節リュウマチ薬など
【mRNA】

【ペプチド医薬品】
糖尿病治療薬
肥満治療薬
甲状腺機能亢進症薬
骨粗鬆症薬
急性心不全薬など
【核酸医薬品】
脊髄性筋萎縮症薬
筋ジストロフィー薬など

感染症薬
精神・神経薬
循環血液薬
消化器薬
高脂血症治療薬
呼吸器薬など

主な医薬品の種類

精製方法
（適応範囲）

蒸留・晶析

液体クロマトグラフィー（シリカゲルを用いた分離・精製）

液体クロマトグラフィー（ポリマーゲルを用いたクロマト分離・精製）

超臨界流体クロマトグラフィー（SFC）
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開発事例：超高表面積シリカゲル

0.9
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0 0.5 1 1.5 2 2.5 3

分
離
度
Rs

負荷量[mg]

開発品(比表面積：620m2/g)

当社従来品(比表面積：450m2/g)

 負荷量が増加しても高い分離度を維持
 低分子化合物精製の⽣産性向上に寄与

分離度Rs：ピークの分離を数値化
値が大きい方が良好な分離を表す

 業界最高クラスの「超高表面積シリカゲル」を開発（1ｇあたり約600平方メートル以上）
 高脂血症治療薬（EPA）をはじめとした低分子化合物の精製効率が従来品比約3割改善
 超臨界流体クロマトへの適用を目指し、表面修飾技術を開発中

 比表面積が大きいほど分離対象サンプルの負荷量が増大でき、精製工程での処理量が向上
 低分子化合物が内部にアクセス可能な45Å以上の細孔径、600m2/g以上の比表面積を有する

超臨界流体クロマトとは？

• 移動相に超臨界流体（CO2等）を使用
• 低粘性、高拡散性の特性から背圧が低

く、高い分離性能を維持したまま高速分
離が可能

• 移動相に多量の溶媒を使用しないため、
分取精製後の溶媒除去がほぼ不要

開発品
の特徴
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設備能力 能力増強 運転対応 需要（年率10％）

シリカゲルの増強計画と需要動向
 2024年9月に完工した松山シリカゲル設備は、顧客評価の早期化を目指す
 尼崎工場第2期増強は、2025年度内の完成へ向けて6か月の工期短縮を検討
 次期増設計画についても、2025年度内に方針を社内決定の予定

当社を取り巻く需要環境

（設備能力：倍）

（年度）

 肥満治療薬では、欧米
や新興国の先⾏製薬企
業で⼤規模増設が進⾏

 中国やインド等でバイオシ
ミラーの開発競争が激化

当社の次期増設計画の
前倒しを検討

需要の変化

尼崎
1期増強

松山
新製造棟

尼崎
2期増強

 製薬企業各社の能力増強に対応
 特許切れを皮切りに後発参入が加速

次期増設方針を決定予定

半年前倒し
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